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〇 本会では、「住民主体を原則として、誰もが地域の中で安心して暮らすことのできる、人が輝く福祉

のまちづくりを推進する」という基本理念のもと、京都市社協基本構想において「共に生きる福祉のま

ち『京都』の実現」を掲げ、あらゆる事業に取り組んでいる。 

〇 刻々と変化する社会や社協を取り巻く情勢下にあっても、「共に生きる福祉のまち『京都』」を実現さ

せるために、社協職員信条に掲げた「住民主体」「権利擁護」「協議体」「要配慮者支援」「法令遵守」を

規範として、自律的に職務を遂行する職員iを育成する必要がある。 

〇 このため、本会では、以下の人材育成の取組を職場における適切なコミュニケーションのもと着実に

推進する。 

 

＜人材育成の取組＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 人事考課制度と育成の観点による人事 

職場でのコミュニケーションと職員一人ひとりの成長を促進させるため人事考課制度を実施。また、

職員が様々な職場で業務経験の機会を得ることは、職員の成長に繋がり、成長を実感できることが、仕

事のやりがいを感じる大きな要素となるため、自己申告書等を活用したキャリア形成支援と中長期的な

育成の観点による計画的な担当替、人事異動を実施。 

② 職務・職責に応じた能力開発 

各職場において上司や先輩等により、日常の仕事を通じた職員の育成（ＯＪＴ）を実施。OJT は若手

職員等に対してはＯＪＴ制度に基づき実施。また、仕事の成果につながる行動変容を目指し、キャリア

や担当業務等に応じた研修を実施。ボランティア活動や資格取得、講座の受講など勤務時間外に職員

が自発的に行う自己研鑽について、休暇制度や資格取得による支援を実施。 

③ 職務・職責に応じた職務遂行 

人事考課制度やＯＪＴの中で実施された助言指導等による気付き、研修や自己研鑽で得られた知識

等を日々の職務遂行により実践。その中においても継続的に助言指導等を実施。 

 

 
i 自律的に職務を遂行するための基本能力は、思考力、行動力、協働力、自己制御力、福祉力により構成されます。 

（１）思考力 … 課題整理、計画、創造性  （４）自己制御力 … 遵法精神、規律性、ストレス対処 

（２）行動力 … 主体性、働きかけ、実行  （５）福祉力 … 人権意識、制度理解、援助技術 

（３）協働力 … 傾聴、説明、コミュニケーション   

開発した能力の発揮 

評価や自己申告書等を

踏まえたステップアップ 

行動（及び職務、目標達成度）評価 

 ※目標設定シートによる目標管理 

適切なコミュニケーション

のもと実施 

仕事を通じた育成（OJT）

自己研鑽研修


